
ISSN 1880-2214 

令和 3 年度 

 

米子水鳥公園事業報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 中海水鳥国際交流基金財団 

令和 4 年（2022 年）9 月 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●表紙写真 園内初記録のサメビタキ（2021年 5 月 16日） 



令和３年度 米子水鳥公園事業報告書 目次 

Ⅰ 米子水鳥公園の施設概要 

１．米子水鳥公園について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1 

 ２．ネイチャーセンターについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

 ３．米子水鳥公園の管理・運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

 ４．公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団について・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

  （１）公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団の設立目的・・・・・・・・・・・・ 7 

  （２）公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団の事業・・・・・・・・・・・・・・ 7 

  （３）担当課・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

（４）公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団の経歴・・・・・・・・・・・・・・ 8 

Ⅱ 中海水鳥国際交流基金財団事業報告 

１．米子市受託事業（米子水鳥公園管理業務）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

 （１）施設の利用状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 （２）環境管理活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

（３）高病原性鳥インフルエンザへの対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

（４）新型コロナウイルスへの対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

（５）外来種対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

２．国際交流事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

（１）「東ｱｼﾞｱ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱ地域ﾌﾗｲｳｪｲ・ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ(ｶﾞﾝｶﾓ類)」への参加・協力・・・ 17 

（２）国際会議への参加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19 

（３）子どもラムサール交流事業（受託事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

（４）世界湿地の日記念イベント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20 

３．調査研究事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22 

（１）鳥類全種全量調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22 

（２）鳥類標識調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33 

（３）中海周辺のガン・ハクチョウ類の採食分布調査（受託調査）・・・・・・・・ 42 

（４）中海周辺に飛来するコハクチョウのねぐら調査・・・・・・・・・・・・・・43 

（５）その他動物類の確認記録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・45 

（６）カイツブリの営巣数調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・53 

（７）鳥インフルエンザに関する調査協力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54 

（８）つばさ池の水質調査(水温と透視度)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54 

（９）学会等への参加・発表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・55 

４．普及啓発事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56 

 （１）自然観察会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56 

 （２）手作り自然教室・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・58 

（３）子どもラムサールクラブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・61 

（４）米子市こどもエコクラブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63 

 （５）園内クイズラリー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・65 

（６）メダカ池の生きもの採集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・65 

（７）ダンゴムシレース大会 2021・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 66 

（８）子ども自由研究応援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・67 

（９）第 25回「彦名水鳥ウォーク」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・69 

（10）特別企画「プラスチックから水鳥を作ろう！守ろう！」・・・・・・・・・・ 69 



（11）ドングリコマ回し大会 2021・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 70 

（12）米子水鳥公園の生きものカルタで遊ぼう！・・・・・・・・・・・・・・・・71 

(13) 第 27回「米子水鳥公園絵画コンクール」・・・・・・・・・・・・・・・・・71 

 （14）コハクチョウ初飛来日クイズ 2021・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 73 

 （15）企画展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・74 

（16）出張展示・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・77 

（17）他団体の展示・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・78 

（18）そのほかの展示物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・79 

（19）バードカービング講習会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・88 

（20）職場体験学習等研修実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・88 

（21）講師派遣実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・89 

（22）その他啓発活動実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・91 

（23）展示物等物品貸し出し協力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・96 

（24）普及啓発関連出版物協力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・97 

５．広報活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・98 

 （１）「水鳥公園だより」およびイベントチラシの発行・・・・・・・・・・・・・ 98 

（２）広報よなご（裏表紙の「米子水鳥公園レンジャー通信」に連載）・・・・・・ 98 

（３）日本海新聞「たのしく!自然観察」の連載・・・・・・・・・・・・・・・・ 98 

（４）記者発表（水鳥公園に関する情報の発信）・・・・・・・・・・・・・・・・ 99 

（５）写真提供実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100 

（６）テレビ・ラジオ出演・新聞等マスコミ取材協力実績・・・・・・・・ ・・・103 

（７）ホームページ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 105 

（８）Facebook・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 106 

（９）事業報告書の発行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 107 

（10）その他広報活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 107 

６．ボランティア活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 108 

 （１）Jr.レンジャークラブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  108 

 （２）米子水鳥公園友の会の活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 110 

（３）友の会以外のボランティア活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 114 

（４）寄付の拝受実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 115 

（５）その他の頂き物実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 116 

 

資料 ・令和 3年度水鳥公園だより（No.278～No.287）および第 27回「米子水鳥公園絵画コンクール」チラシ 

 ・米子水鳥公園で確認された野鳥リスト（1995年～2022年） 

 ・米子水鳥公園の歴史 1995年～2022年 



 1 

Ⅰ 米子水鳥公園の施設概要 

１．米子水鳥公園について 

中海は、コハクチョウをはじめとする水鳥の西日本屈指の飛来地となってい

ます。かつて、中海には水鳥の塒(ねぐら)となる浅瀬がたくさんありましたが、

干拓によって浅瀬が次々埋め立てられ、失われていきました。そして、米子市

の彦名工区の干拓地にできた湿地が、水鳥にとって中海に残された最後の浅瀬

となりました。そのため、この湿地を水鳥のために残そうと、地元市民による

運動が起こりました。 

そこで米子市は、この湿地を水鳥の生息地として保全するとともに、市民が

自然と触れ合う公園として整備し、平成 7 年 10 月 22 日に米子水鳥公園がオー

プンしました。オープン以降、日本各地から多くの方が訪れ、中海の自然を満

喫して頂いております。 

現在、米子水鳥公園は、毎年 100 種類以上、最大約 10,000 羽の野鳥が確認

される、西日本屈指の野鳥の生息地となっています。そして、平成 17 年 11 月

8 日には中海の一部としてラムサール条約登録湿地となりました。 

平成 20 年に開催された第 10 回ラムサール条約締約国会議で、次のような決

議が採択されました。 

 

決議Ⅹ.8｢ラムサール条約 2009－2014年対話・教育・参加・啓発(CEPA※)プログラム｣ 

決議文本文段落 18 

｢18．締約国会議は、湿地教育センターや関連施設を設立した、あるいは、計画中の締約

国に対して、それらの施設が湿地や湿地に関わる CEPA についての学習と研修の鍵とな

る場に発展することを支えるよう、そしてそれらの施設が英国の水鳥湿地トラスト

(WWT)の湿地リンクインターナショナル(WLI)プログラムのもとにあるこうした施設の

地球規模の(及び発展中の条約地域規模ならびに各国の)ネットワークへ参加すること

を支えるよう奨励する。｣ 

※CEPAとは、(Communication, Education and Public Awareness)を示しており、広報・教育・

普及啓発を意味します。ラムサール条約の第７回締約国会議の決議 VII.9｢条約普及啓発プ

ログラム｣で、湿地管理への広報・情報伝達(Communication)の重要性が認識されてから使わ

れるようになりました。 

 

このように、ラムサール条約では湿地教育センターの重要性を示し、湿地教

育センターが地球規模のネットワークに参加することを推奨しています。米子

水鳥公園は、開園当初から中海の湿地教育センターと位置づけて活動し、海外

の湿地センターとの国際交流活動にも積極的に取り組んでいます。 
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図１ 米子水鳥公園案内図 
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２．ネイチャーセンターについて 

米子水鳥公園は、自然観察の拠点として、園内にネイチャーセンターを設置

しています。建物は、鳥が嫌う光を反射する素材を使用せず、景観を損なわな

いよう、木造になっています。また、資材には県内の木材が使用されています。

さらに、ネイチャーセンターには指導員が常駐し、来館者の自然観察をお手伝

いしています。 

観察ホールは前面がガラス張りになっており、遠くにいる水鳥でも快適に観

察できるように、多数の望遠鏡が備え付けてあります。また、正面には中国地

方最高峰の大山がそびえたつ雄大な景色も臨めます。 

鳥に関する図書コーナーでは、野鳥をはじめとした生物や自然について自由

に調べることもできます。2012 年度からは、米子市のふるさと納税｢がいなよ

なご応援基金｣によって、展望ホールを個室化して空調設備を備えました。さら

に、今年度の 9 月からは観察ホールにも空調設備が追加され、四季を通じて快

適に野鳥観察が楽しめるようになりました。 

視聴覚室では、2ｍ×1.5ｍの大型スクリーンでコハクチョウの生態や米子水

鳥公園の自然を紹介した映像を上映しています。 

展示室では、水鳥公園や水鳥についての様々な解説パネルや剥製標本、本物

そっくりなバードカービングなどを展示しています。また、照明には省エネ対

策としてセンサーライトを導入し、人が来た時だけ灯るようにしています。 

エントランスホールには、ミュージアムショップ、冷水器、ベンチを備え、

野鳥グッズなどのお土産の購入や休憩にご利用いただいています。 

    

   ◆今年度実施した特記事項(ネイチャーセンター関連) 

・ 展示ホール横の非常口前階段の修繕(8 月) ※米子市 

・ 観察ホールのエアコン設置工事（6月～8月）※米子市 

・ ボランティア室前男子・女子トイレの洗浄便座モーター交換（8月） 

・ 正面玄関扉半自動扉クローザー交換（9月） 

・ スロープ窓のアルミサッシ工事(10月)  ※米子市 

・ 環境省ライブカメラ光ファイバー交換（10月、12月） ※環境省 

・ 正面玄関扉に雨雪吹き込み防止加工（11月） 

・ 展望ホール外壁窓枠に雨漏り防止加工（12月） ※米子市 

・合併浄化槽のブロア 2台交換（12月） ※米子市 

・ 正面玄関前の階段の修繕（3月) ※米子市 

・ 受付天井と正面玄関横トイレの手洗い場照明を LEDに交換（3 月） 

・ 事務室・研究室・視聴覚室ドアの修繕（3月） 

・ 合併浄化槽の配電盤修繕（3月） ※米子市 

・ 正面玄関横に常備している AEDの交換（3月） 
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写真 1 展示ホール横の非常口前階段の修繕 

(2021年 8月 6日) 

写真 2 観察ホールのエアコン設置工事 

(2021年 8月 28 日) 

写真 3 スロープの窓のアルミサッシ工事 

(2021年 10月 11日) 

写真 4 正面玄関扉に雨雪の吹込み防止加工 

(2021年 11月 1 日) 

写真 5 展望ホール窓枠に雨漏り防止 

コーキング(2021年 12月 2日) 

写真 6 正面玄関前階段の修繕 

(2022年 3月 26 日) 
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３．米子水鳥公園の管理・運営 

米子水鳥公園の管理は、｢公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団｣が米子市

から指定管理者に選定されています。（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局２名 水鳥公園管理センター５名 

理事５名 

選
任 

図 3 公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団の組織図 

評議員会(5名) 

教育長他 

評議員選定委員会 

(5名) 
選任 

選
任 

監 事 

(2 名) 

理 事 

(3名) 

事務員 

(非常勤職員 1名) 

事務局長 

(正職員 1名) 

統括指導員 

(正職員 1名) 

指導員 

(正職員 1名) 

企画指導員 

(非常勤職員 1名) 

 

館長(正職員 1名) 

※常務理事兼務 

施設管理員 

(非常勤職員 1名) 

常務理事 

※館長兼務 

 

理事長 

(米子市副市長) 
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４．公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団について 

公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団(以降、財団)は、平成７年に鳥取県

と米子市が 1 億５千万円ずつ出資して設立した財団です。平成７年の米子水鳥

公園開園当初から米子水鳥公園の管理・運営を受託しています。 

財団は、米子水鳥公園の管理だけでなく、鳥に関する調査研究・普及啓発・

国際交流を行い、情報発信に努めています。 

公益法人制度改革に関連して、当財団は平成 25年度から公益財団法人に移行

しました。 

 

設  立 平成 7 年 3月 31日 

基本財産 300,100 千円 

(鳥取県 150,000千円, 米子市 150,000千円,その他 100 千円) 

運用方法 鳥取県債 10年債で運用(利率年 0.40％、受取利息年 1,200千円) 

 

(１)公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団の設立目的 

この法人は、野生鳥類とそれを取りまく自然環境に対する理解を深める機会

を提供するとともに、｢鳥｣をテーマとした環日本海国際交流を推進することに

より、もって人と自然の共生する地域づくりに寄与することを目的とする。 

※出典：公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団定款 第 2章第 3条 

 

(２)公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団の事業 

 ① 野生鳥類とそれを取りまく調査研究に関すること。 

 ② 鳥を取りまく自然環境等についての知識の普及啓発及び情報発信に関 

すること。  

 ③ 米子水鳥公園の管理運営業務の受託に関すること。  

 ④ ｢鳥｣をテーマとした環日本海国際交流の推進に関すること。  

 ⑤ その他前条の目的を達成するために必要な事業。 

※出典：公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団定款 第 2章第 4条 

 

(３)担当課 

鳥取県 生活環境部 くらしの安心局 水環境保全課 

米子市 市民生活部 環境政策課 
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(４)公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団の経歴 

平成 7 年 3 月 財団法人中海水鳥国際交流基金財団設立 

平成 7 年 4 月  米子市から米子水鳥公園の管理を受託 

平成 7 年 10 月  米子水鳥公園ｵｰﾌﾟﾝ。開園記念探鳥会を実施。 

平成 8 年 1 月 第１回水鳥の絵と作文ｺﾝｸｰﾙ実施(以後、毎年開催。平成 18 年度

からは米子水鳥公園絵画ｺﾝｸｰﾙに改称) 

平成 9 年 3 月 発信機によるｺﾊｸﾁｮｳの渡りﾙｰﾄ調査実施 

平成 11 年 1 月 日本白鳥の会全国大会開催(米子ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ) 

平成 11 年 5 月 第１回子ども野鳥ｸﾗﾌﾞ開催 (以後、毎年開催。平成 18年度から

は子どもﾗﾑｻｰﾙｸﾗﾌﾞと改称) 

平成 11 年 9 月 日本鳥類標識協会米子大会開催(米子ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ) 

平成 11年 11月 彦名・水鳥ふれあいｳｫｰｷﾝｸﾞ大会開催(以後毎年開催) 

平成 12 年 10 月  鳥取県西部地震発生。米子水鳥公園の施設に大きな被害を受け、

平成 12年末日まで休園。事務所を旧米子市役所庁舎へ移設。 

 米子水鳥公園ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ開設 

平成 12年 12月 密猟対策連絡会全国大会(夢みなとﾀﾜｰ)に協力 

平成 13 年 1 月  元旦から再開園。園内に仮設の事務所と観察舎を開設。 

平成 13 年 3 月 ﾛｼｱの鳥類学者ｳﾗｼﾞﾐｰﾙ博士を米子に招へい。講演会や鳥類の共同

調査を行う。 

平成 14 年 7 月 神谷指導員が東ｱｼﾞｱ地域ｶﾞﾝｶﾓ類重要生息地ﾈｯﾄﾜｰｸ･国内ｺｰﾃﾞｨﾈｰ

ﾀｰ着任 

平成 14年 11月 国民文化祭｢鳥のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ｣に協力。鳥取県と共催で、第 57 回全

国野鳥保護の集いﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝﾄ｢環日本会野鳥ﾌｫｰﾗﾑ｣開催(鳥取県立

武道館)。 

平成 15年 11月 韓国との水鳥湿地交流を行い、東ｱｼﾞｱ・ｼﾍﾞﾘｱ地域ｶﾞﾝｶﾓ類ｼﾝﾎﾟｼﾞ

ｭｳﾑ 2003(韓国)で研究発表を行う。 

平成 16年 11月 ﾛｼｱの鳥類学者ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ博士夫妻、ｴﾌｹﾞﾆｰ博士、日本雁を保護す

る会の池内俊雄氏を招へいし、国際交流講演会を開催。 

平成 17 年 4 月 環境省ｸﾞﾘｰﾝﾜｰｶｰ事業国指定中海鳥獣保護区におけるｶﾜｳの生息

状況調査を受託(平成 17 年以降、平成 19 年と平成 27 年を除き

平成 31年まで継続)。 

 滋賀県立琵琶湖研究所受託研究｢鳥類による水生植物の運搬機

能解析｣(平成 17～19年度)受託。 

平成 17 年 8 月 財団 10 周年記念ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ｢水鳥だけではないﾗﾑｻｰﾙ条約｣開催(米

子市文化ﾎｰﾙ) 

水草研究会第 27回全国集会開催(米子市文化ﾎｰﾙ) 

平成 17年 10月 開園 10周年。記念式典開催。 

平成 17年 11月 第 9 回ﾗﾑｻｰﾙ条約締約国会議(ｳｶﾞﾝﾀﾞ)に米子の高校生を連れて参
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加。第 1回 KODOMO ﾗﾑｻｰﾙに参加。 

平成 17年 12月 ﾗﾑｻｰﾙ条約登録報告会に高円宮妃殿下を招へい。 

平成 18年 11月 ﾕｰﾘ・ｹﾞﾗｼﾓﾌ博士を迎え、国際交流講演会を開催。 

平成 19 年 7 月 日・中・韓子ども湿地交流 in 韓国・安山(韓国)に、中海で活動

している子ども 4名を派遣。以後、韓国との交流がはじまる。 

平成 20 年 2 月 KODOMO ﾗﾑｻｰﾙ全国湿地交流<中海・宍道湖> (松江市)に共催団体

の一つとして参画。 

第 1回｢中海の未来を子どもと語る会｣開催 

(以後、平成 24年度まで毎年開催) 

平成 20 年 10 月 第 10 回ﾗﾑｻｰﾙ条約締約国会議(韓国)にあわせて、｢KODOMO ﾗﾑｻｰﾙ

in 韓国｣を豊岡市と共同開催。小学生 3名を派遣。 

平成 21 年 6 月 ﾀｶﾗﾊｰﾓﾆｽﾄﾌｧﾝﾄﾞから助成金を得て、中海へのｺｱﾏﾓの植栽に関する

研究を実施。 

平成 23 年 4 月 みどりの日自然環境功労者環境大臣表彰受賞 

(自然ふれあい部門) 

平成 25 年 3 月 公益財団法人に移行 

平成 27 年 6 月 今井印刷株式会社と共同で｢米子水鳥公園の生態系と野鳥図鑑｣ 

発刊 

平成 27年 10月 開園 20周年記念式典、その他記念ｲﾍﾞﾝﾄ開催。 

平成 27年 12月  ｢米子水鳥公園の生きものｶﾙﾀ｣制作 

平成 28 年 8 月 ｢ﾗﾑｻｰﾙｼﾝﾎﾟｼﾞｭｳﾑ 2016 in 中海・宍道湖｣を環境省・鳥取県・島根

県・大山中海市長会・WIJ・RCJと共同開催(米子全日空ﾎﾃﾙ) 

平成 29 年 5 月 Jr.ﾚﾝｼﾞｬｰｸﾗﾌﾞが第 71 回愛鳥週間・平成 29 度野生生物保護功労

者表彰・環境省自然環境局長賞を受賞 

平成 30年 12月 ｢米子水鳥公園ﾊﾞｰﾄﾞｶｰﾋﾞﾝｸﾞ･ﾃﾞｺｲ公募展｣開催 

※水に浮かぶﾃﾞｺｲのｺﾝｸｰﾙ開催は日本初 

平成 31 年 4 月 米子市から｢中海生態系調査業務｣｢米子市こどもｴｺｸﾗﾌﾞ実施業

務｣を受託 

令和元年 6 月 マツダケン動物絵画展｢水に憩う｣開催 

令和 2 年 3 月 国際的な新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大に伴い、主催企画の開催を中止。 

令和 2 年 10 月  開園 25周年記念式典開催 

令和 3 年 2 月  鳥取県環境立県推進功労者知事表彰受賞 

 

※米子水鳥公園のこれまでの出来事については、巻末の｢米子水鳥公園の歴史｣をご覧ください。 



10 

 

Ⅱ 中海水鳥国際交流基金財団事業報告 

１．米子市受託事業(米子水鳥公園管理業務) 

(１)施設の利用状況 

年間入館者数  16,261人 (前年度比-154人) 

無料入館者率    72.0 ％ (前年度比-0.3％) 

普及啓発事業参加者数  13,816人 (前年度比+3,811 人) 

ボランティア参加者数   447人 (前年度比+10人) 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4 令和 3年度のネイチャーセンター入館者数の推移 
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図 6 過去 5年間のネイチャーセンター入館者数 

（平成 29 年度～令和 3 年度） 

図 5 過去 5 年間のネイチャーセンターの月別入館者数の推移 

(平成 29 年度～令和 3年度) 
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図 7 過去 5年間のネイチャーセンター入館者数と無料入館者数の推移 

図 8 過去 5年間の普及啓発活動参加人数の推移 

（平成 29 年度～令和 3 年度） 
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(２)環境管理活動 

・刈払機による保護区内の岸辺の草刈り(8月を除く 6月～9月に週 1回) 

・乗用草刈り機による保護区内の草刈り(5月、6月、9月に各 1 回) 

・水辺のわくわく学校(トンボ池)のヨシ・ガマ刈り(6月に 1回、他 3回) 

・その他、米子水鳥公園敷地内の草刈り・樹木剪定(随時) 

 

◆今年度に実施した施設管理に関する特記事項(ネイチャーセンター以外) 

・水系生態循環回復システムに凝集剤を補充(4月、9月) 

・水鳥観察桟橋の修繕（8月） 

・メダカ池沿いの柵の修理（8月） 

・ネイチャーセンター前の岸辺に砂を搬入（9月） 

・老朽化した水鳥観察小屋の撤去（9月） ※米子市 

・台風による倒木の撤去（9月） 

・屋外倉庫の屋根の修繕（9月） ※米子市 

・彦名東橋付近の観察広場木製柵の修繕（12月） 

・第 1駐車場の観光案内看板の撤去（2月）※鳥取県 

・第 1駐車場出入口のロープ支柱の修繕（3月 24日） 

・刈りヨシの搬出（3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 乗用草刈り機による野鳥保護区内の

草刈り(2021年 5月 27 日) 

写真 8 トンボ池のヨシ・ガマ刈り 

(2021年 6月 3日) 

写真 9 刈り払い機を用いた野鳥保護区内の

草刈り(2021年 6月 3日) 

写真 10 水鳥観察桟橋の修繕 

(2021年 6月 3日) 
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写真 11 野鳥保護区内の観察小屋の撤去 

(2021年 9月 21 日) 

写真 12 台風で倒れた木の撤去 

(2021年 9月 21 日) 

写真 13 ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ前の岸辺を埋め戻すため

の砂を搬入(2021年 9月 22日) 

写真 14 屋外倉庫の屋根の修繕 

 (2021年 9月 23日) 

写真 16 第 1駐車場のバリケード支柱の修繕 

(2022年 3月 24 日) 

写真 15 彦名東橋横の広場の柵の修繕 

(2021年 12月 3 日) 
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◆火入れの実施に向けた意見交換会 

 年々衰退していく園内のヨシ原を再生するために、火入れを実施するため

の意見交換会を開催しました。米子市の各関係部署の方も出席して頂き、火

入れの実施に際して確認すべきことや注意すべきことなどについての意見交

換を行いました。 

  

開催日時：2021 年 5月 28日(金) 

会  場：米子市役所第２庁舎 

出 席 者：三原菜美 専任指導員 

     桐原佳介 統括指導員 

足立文理（米子市市民生活部環境政策課） 

宮中僚介（米子市市民生活部環境政策課） 

     西畑貴博（米子市総務部防災安全課） 

     眞壁康夫（米子市総務部防災安全課） 

深田徹子（米子市経済部農林水産振興局農林課） 

久城宏平（米子市経済部農林水産振興局農林課） 

 

◆つばさ池の水質調査と水質改善に向けた会議 

 次年度に実施予定のつばさ池の水質調査と水質改善策の研究のため、調査

研究を受託する米子高等工業専門学校の藤井准教授と一緒に打ち合わせを行

いました。 

 

開催日時：2022 年 2月 25日(金) 

会  場：米子水鳥公園ネイチャーセンター 会議室 

出 席 者：神谷 要 館長 

     桐原佳介 統括指導員 

三原菜美 指導員 

足立文理（米子市市民生活部環境政策課） 

宮中僚介（米子市市民生活部環境政策課） 

     森 雅彦（米子市市民生活部環境政策課） 

大峯正人（米子市市民生活部環境政策課） 

藤井貴敏（米子高等工業専門学校） 

 

 (３)高病原性鳥インフルエンザへの対応 

米子水鳥公園では、2011年から鳥インフルエンザに対する警戒措置をとっ

ています。今年度は園内で高病原性鳥インフルエンザウィルスは検出されま

せんでした。 

    

◆今年度実施した鳥インフルエンザに関する対応 

・ネイチャーセンター玄関前に靴底の消毒槽を設置 

・検体としてのカモ類の糞便採取と水鳥の数の計測(鳥取県から受託) 
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(４)新型コロナウイルスへの対応 

新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、下記の対策をとりました。 

 

・正面玄関に体温測定機器を設置 

・正面玄関と館内に手指の消毒用アルコールの設置 

・受付に飛沫拡散防止のためのアクリルパーテーションを設置 

・毎朝の開館前に観察器具、ドアノブ等の消毒 

・職員のマスク着用 

・望遠鏡と座席の数を減らしてソーシャルディスタンスを確保 

・入館者カードによる来館者の連絡先の把握 

・イベントの人数制限、予約制の強化による混雑の回避 

・掲示物による感染対策のお願い 

・鳥取県版新型コロナ特別警報発令中は主催企画（事前予約が必要なもの）

を中止 

 

(５)外来種対策 

園内に生息する特に対策が必要な外来生物の駆除に取り組んでいます。ア

カミミガメの駆除のため、2018 年からカメの捕獲器｢かめぽちゃ｣を 1 台導入

し、捕獲したカメを納めるための冷凍庫も備えています。 

今年度は、アカミミガメを 6 匹駆除しました（前年度比-3 匹）。 

 

 

 

 

写真 17 かめぽちゃで捕獲したアカミミガメ

を回収(2021年 7月 15 日) 

写真 18 かめぽちゃで捕獲された 

アカミミガメ(2021年 7月 15 日) 

写真 19 園路で拾得されたアカミミガメの 

幼体(2022年 3月 27日) 
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２．国際交流事業 

(１)｢東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ(ガンカ

モ類)｣への参加・協力 
｢東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ事業推進

検討業務｣は、環境省が一般社団法人バードライフ・インターナショナル東京

(以降、BI東京)と請負契約を結んで実施している事業で、財団はこの事業に基

づき、BI東京からガンカモ類国内コーディネーター業務を受注しています。 

 

◆受注名称 

｢東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ｣(EAAFP)ガ

ンカモ類国内コーディネーター業務 

 

◆担当者 

  神谷 要 館長 

 

◆活動内容 

・ニュースレターの発行(年間 7回) 

・メーリングリストの管理(発信されたメール：年間 320通) 

※前年度比－165 通 
・ネットワーク拡大に向けての勧誘活動 

・米子水鳥公園を含めたフライウェイ・パートナーシップの幅広い普及と交流

(21サイト) 

 

◆EAAFP 業務に関する会議 

➀令和 3年度 EAAFP 国内連絡会 

日  時：令和 4年 2月 24日(木) 10:00～16:00 

出 席 者：神谷 要 館長 ほか 19名 

主   催：環境省野生生物課 

事業請負：バードライフ・インターナショナル東京 

内   容：今年度も、コロナ禍の影響ですべての会議がリモート会議とな

った。EAAFPの下での国内の活動や、渡り性水鳥・生息地の保全

状況等について共有するとともに、課題を整理し、今後の取組の

方針について検討した。また、フライウェイ・パートナーシップ

関係者とガンカモネットワークの今年度の実施事業報告と来年

度の事業予定を協議した。 

※Webex によるオンライン会議 
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②令和 3年度 EAAFP モニタリング事業準備会議 

 EAAFPサイトが協力して実施できる鳥類調査と解析方法について協議しま

した。 

  

主催：環境省野生生物課 

※Zoom によるオンライン会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➂令和 3年度 EAAFP パートナーシップ事業計画検討会 

次年度以降の事業の進め方についてまとめるため、関係者が集まり協議し

ました。 

 

主催：環境省野生生物課 

※Webex によるオンライン会議 

 
第 1回 令和 4年 01月 07日(金) 15:00～17:00 神谷 要 館長 

ほか 9名 

第 2回 令和 4年 02月 09日(水) 10:00～12:00 神谷 要 館長 

ほか 9名 

 

 

④ 令和 3年度 EAAFP 渡り性水鳥フライウェイ全国大会 2021 

EAAFP の関係者が集まり、各サイトで行われている活動や調査結果など動

画を交えてそれぞれ発表し、情報交換を行いました。 

※63 名が Slack に参加し、18名が合計 20題の発表を行った。 

 

日 時：令和 3年 12月 3日(金)10:00～12月 5日(日)17:00 

  主 催：環境省野生生物課 

出席者：神谷 要 館長 ほか 78名 

  

 

 

 

 

  

準備会議 令和 3年 09月 27日(月) 10:00～11:30 神谷 要 館長 

ほか 5人 

第 1回 令和 3年 10月 15日(金) 10:00～15:30 神谷 要 館長 

ほか 13人 

第 2回 令和 3年 11月 26日(金) 10:00～16:00 神谷 要 館長 

ほか 13名 

第 3回 令和 4年 01月 27日(木) 14:00～17:00 

令和 4年 01月 28日(金) 10:00～12:00 

神谷 要 館長 

ほか 11名 
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⑤ 令和 3年度 EAAFP 渡り鳥 CEPA会議  

月一回火曜日に EAAFP の関係者が集まり、各地の活動や施設を紹介しま

した。その様子については、YouTubeでも公開しています。 

 

主催：EAAFP 国内ネットワーク CEPAワーキンググループ 

※Zoom によるオンライン会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)国際会議への参加 

ラムサール条約の地域センターが実施するイベントで、東アジアの各地の湿

地センターが集まり、各地の様子を相互に報告しました。 

 

会 議 名：8th WLI-Asia Conference: The Wetland festival 

開催日時：令和 3年 11月 24日(木)～26日(金)16:00～18:30 

主 催 者：Ramsar Regional Center - East Asia 

出 席 者：神谷 要 館長 ほか 34名（19湿地センター） 

発  表：水鳥公園からは、神谷館長が 10分映像｢人と自然のサンクチュア

リ(英語字幕版)｣を上映、報告した。 

※Zoom によるオンライン参加 

  

  

令和 3年 07 月 28日(火) 

17:30～18:30 

神谷 要 館長 

ほか 28人 

EAAFP のサイト紹介➀ 

出水のツルとクレインパークいずみの

活動について 

令和 3年 09 月 23日(火) 

7:30～18:30 

神谷 要 館長 

ほか 28人 

EAAFP のサイト紹介② 

荒尾干潟水鳥・湿地センターの企画展

示について 

令和 3年 10 月 20日(火)  

17:30～18:30 

神谷 要 館長 

ほか 24 人 

EAAFP のサイト紹介➂ 

コハクチョウの北の玄関口であるクッ

チャロ湖とクッチャロ湖水鳥観察館の

紹介 

令和 3年 11 月 18日(火) 

 17:30～18:30 

神谷 要 館長 

ほか 19人 

EAAFP のサイト紹介④ 

米子水鳥公園の活動紹介 

※神谷が報告 

令和 3年 12 月 23日(火) 

17:30～18:30 

神谷 要 館長 

ほか 22人 

EAAFP のサイト紹介⑤ 

風蓮湖・春国岱の活動紹介 

令和 4年 01 月 18日(火) 

17:30～18:30 

神谷 要 館長 

ほか 15人 

EAAFP のサイト紹介⑥ 

ビュー福島潟の活動紹介 

「福島潟と新潟の連携調査地｣ 

令和 4年 02 月 15日(火)  

17:30～18:30 

神谷 要 館長 

ほか 13人 

EAAFP のサイト紹介⑦ 

北海道海鳥センターの活動紹介 

｢海鳥とともにくらす地域を目指して｣ 
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(３)子どもラムサール交流事業（受託事業） 

2006年度以降、ラムサール条約湿地に登録された中海・宍道湖周辺で日ご

ろから活動している鳥取・島根両県の子ども達と、他の日本の登録湿地で活

動する子ども達との交流を促進する交流会を毎年開催しておりましたが、新

型コロナウイルス感染拡大を受けて、今年度も昨年度に続いて交流事業の開

催を中止しました。 

 

(４)世界湿地の日記念イベント 

①｢米子水鳥公園昆虫総選挙 2021｣ ※自然観察会の代わりに開催 
投票期間：令和 4年 2月 2日(水)～2月 28日(月) 

投 票 数：のべ 2,808票（前年比－1,126票） 

開票結果：第 1 位 アオスジアゲハ        344票 

第 2 位 カブトムシ           321票 

第 3 位 チョウトンボ         298票 

第 4 位 ノコギリクワガタ       287票 

第 5 位 ショウジョウトンボ    236票 

第 6 位 ナミテントウ     219票 

第 7 位 オナガミズアオ    162票 

第 8 位 ウスバカマキリ       157票 

第 9 位 オオスズメバチ       149票 

第 10位 トノサマバッタ     104票 

第 11位 アゲハモドキ       96票 

第 12位 トビモンオオエダシャク 94票 

         

開票の結果選出された上位 12種類で、昆虫カレンダー(2023年 1月～12

月)を制作して、令和 4 年 10 月頃に関係各所へ配布予定のほか、ミュージ

アムショップで販売予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 21 米子水鳥公園昆虫選挙 2021 

(2022年 2月 2日) 

写真 22 開票結果発表(2021 年 3月 6日) 
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②「真冬の鳥を観察しよう！｣ ※子どもラムサールクラブで開催 

日 時：令和 4年 2月 13日(日) 10:00～12:00 

会 場：ネイチャーセンター 

※新型コロナ特別警報発令中のため中止 

 

③「米子水鳥公園で野鳥観察会！」 ※米子市こどもエコクラブで開催 

日 時：令和 4年 2月 19日(土) 13:00～15:00 

会 場：ネイチャーセンター 

※新型コロナ特別警報発令中のため中止 

 

④「中海の恵みを味わおう会！｣ ※手作り自然教室で開催 
日 時：令和 4年 2月 20日(日) 10:00～14:00 

会 場：ネイチャーセンター会議室 

※新型コロナ特別警報発令中のため中止 

 

⑤世界湿地の日記念シンポジウムへの参加 

   「人と自然を守るために、湿地を守る行動を始めよう！」 

日 時：2022 年 2月 2日(金) 18:00～20:00 

参加者：神谷 要 館長（自宅から Zoomによるオンライン参加） 

主 催：日本国際湿地保全連合(WIJ) 

定 員：500 名 
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３．調査研究事業 

(１)鳥類全種全量調査 

①2021年度確認鳥種：157種類(標識調査を含む・表 2) 

 

②毎月第二土曜日のデータ集計結果：94種,のべ 14,606羽(表 3) 

 

③注目すべき鳥 

・ケリ（3例目） 2005年 10 月 6 日以来 

 2021年 4月 3日～4日･1羽 

    ・トラツグミ（4例目） 2018 年 2月 18 日以来 

     2021年 4月 11日･1羽 

・ヤマガラ（初記録） 

 2021年 4月 16日･1羽 

・ルリビタキ（初記録） 

 2021年 4月 21日･1羽 

 2021年 10月 23日･1羽 

・オオジシギ(9、10例目) 2020 年 9 月 3日以来 4年連続 

2021年 4月 21日～22日･1羽 

2021年 8月 4日～9日･1羽 

・クロツグミ（初記録） 

2021年 4月 22日～24日･雄 1羽雌 1羽 

    ・センダイムシクイ(2例目) 2016年 9月 9日以来 

     2021年 4月 28日～5月 3日･1羽 

・サシバ（初記録） 

 2021年 5月 1日･1羽 ※上空通過 

・キマユムシクイ(初記録) 

 2021年 5月 4日･2羽 

・ムジセッカ（2 例目） 2017 年 9 月 24日以来 

 2021年 5月 5日･1羽 

・コサメビタキ(3例目) 2019年 9月 29日以来 

 2021年 5月 9日･1羽 

・マミチャジナイ（2例目） 2020 年 11月 5 日以来 

     2021年 5月 14日･1羽 

・サメビタキ（初記録） 

 2021年 5月 16日･1羽 

・サンコウチョウ（3例目） 2019 年 8 月 18 日以来 

 2021年 5月 16日･雌 1羽 

・亜種アメリカコガモ(4例目) 2017 年 1月 21 日以来 

 2021年 12月 19日･雄 1羽 

・エゾビタキ(初記録) 

 2021年 9月 1日･1羽 
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・シジュウカラ 2018 年 2 月 1 日以来 

 2021年 9月 2日～20日･1羽 

2022年 2月 18日･1羽 

・キリアイ(10 例目） 2020 年 8 月 30 日以来 

 2021年 9月 2日～9月 15日･第 1回冬羽 1羽 

    ・ソリハシセイタカシギ（5例目） 2020 年 3 月 25 日以来 

     2021年 9月 11日･1羽 

・アリスイ 2020 年 1 月 22日以来 

 2021年 10月 16日～10月 27日･1羽 

 2022年 3月 10日～27日･1羽 

・コウノトリ(7 例目) 2020 年 8 月 19 日以来 

 2021年 10月 24日･2羽 ※上空通過 

・ヤブサメ（2 例目） 2016 年 4 月 21 日以来 

 2021年 10月 24日･1羽 

・ヤマシギ（5 例目） 2020 年 4 月 09 日以来 

 2021年 10月 29日･1羽 

・サンカノゴイ 2015 年 12月 6日以来 

 2021年 11月 17日･1羽 

 ・ヘラサギ（最多飛来数記録を更新） 

     2021年 11月 18日･6羽 

・シジュウカラガン(2 例目) 2016 年冬以来 

     2022年 1月 29日～2月 20日･成鳥 1羽 

 

④通算確認種類数(1995 年 10月～2022 年 3月) 

246種(外来種含め 249種：巻末の野鳥リストを参照) 

 

⑤コハクチョウの飛来状況(図 9) 

・初認日：10 月 7 日(6羽)  前年比：同日    +5羽 

・ピーク：11 月 14日(500羽) 前年比：4日早い  -9羽 

・終認日：3 月 21 日(39羽)  前年比：1日早い  +17羽 

 

⑥特記事項 

・コハクチョウの飛来数の推移を振り返ると、昨年と同日で過去最も早いタ

イ記録である 10月 7日に初飛来し、その後順調に個体数が増加した。11

月 14日に今季最多の 500羽を記録した後、急激に数が減少した。この時

期に、採食地である島根県安来市宇賀荘地区の田んぼに水が入り、ここに

ねぐらを移動したと考えられる。その後、最少で数羽程度まで数が減った

が、おおむね 100羽前後で推移した。2月 12日に北帰行が初確認され、3

月 21日が終認となり、初認日、終認日ともに昨年とほぼ同じだった。今

シーズンに特徴的だったのは、北帰行の時期に毎年見られる飛来数の増

加がほとんど見られなかったことである。 

・7種類を初確認(サシバ、ヤマガラ、キマユムシクイ、クロツグミ、ルリビ
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タキ、エゾビタキ、サメビタキ)。 

・毎年香川県で越冬し、春と秋の渡りの時期に飛来していたヘラサギの常連

個体が、3 月 11 日に 2 年ぶりに飛来した。香川県で継続観察している福

丸政一氏から、3月 10日まで現地で確認されていたと情報提供があった。 

・2014年以降、ほぼ毎年春に確認されている飛べないコハクチョウ「吉田さ

ん」注 1が、今季も 3月 24日から 5月 13日まで園内で確認された。また、

昨年に吉田さんとつがい形成したコブハクチョウ「てっちゃん」注 2 との

関係が継続していることが確認できた。 

・ヘラサギが最大 6羽確認され、過去最多記録を更新した。 

 

注 1：2012 年 8 月 16 日の島根県 HP のブログに掲載されていた個体と思

われる、左翼を負傷して飛べなくなったメスのコハクチョウ。この

ブログに吉田川で過ごしていると記載されていたことから「吉田さ

ん」と呼んでいる。2014年以降、毎年春に園内に現れている。 

 

注 2：2020年 3月にコハクチョウ「吉田さん」とのつがい形成が確認され

た、オスのコブハクチョウ。いつも顔から首の前面、下腹にかけて

鉄さび色（赤褐色）に汚れていることから「てっちゃん」と呼んで

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 2020年度のコハクチョウの個体数の推移 

(初認、最大値、終認以外は土曜日データ抽出) 
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写真 24 初記録のサシバ(2021年 5月 1日) 

写真提供：加藤和仁 

写真 26 初記録のサメビタキ 

       (2020年 5月 16日) 

写真 28 園内 3例目のケリ (2021年 4月 3日) 

写真 23 初記録のルリビタキ雌 

(2021年 4月 21 日) 

写真 27 初記録のエゾビタキ 

(2020年 9月 1日) 

写真提供：加藤和仁 

写真 25 初記録のキマユムシクイ 

(2021年 5月 4日) 
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写真 29 オオルリ(2020年 4 月 21日) 

写真 31 2例目のセンダイムシクイ 

(2021年 4月 28 日) 

写真 33 コサメビタキ(2021 年 5月 9日) 

写真 32 ノゴマ雄(2021年 5 月 8 日) 

写真 34 マミチャジナイ(2021年 5月 14日) 

写真 30 キョウジョシギ (2021年 4月 25日) 
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写真 39 2016年冬以来、園内 2例目の 

シジュウカラガン(2022年 1月 30 日) 

写真 37 上空を通過したコウノトリ 

(2021年 10月 24日) 

写真 35 ハジロクロハラアジサシ第 1回夏羽 

(2020年 5月 30 日) 

写真 40 ヘラサギ成鳥夏羽「香川さん」 

(2022年 3月 16 日) 

写真 36 ソリハシセイタカシギ第 1 回夏羽 

(2021年 9月 11 日) 

写真 38 ホオジロガモ雄第 1回生殖羽 

(2021年 12月 26日) 
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2 水鳥公園で確認された鳥類(1/3) 
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表 2水鳥公園で確認された鳥類(2/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2水鳥公園で確認された鳥類(3/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 41 亜種ハチジョウツグミ 

(2022年 3月 23 日) 

写真 42 アリスイ (2022年 3月 27日) 
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表 3 全種全量調査で確認された鳥類(1/2) 
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表 3全種全量調査で確認された鳥類(2/2) 
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(２)鳥類標識調査(2021 年の調査日数 40日：前年比 9 日増) 

※鳥類標識調査については、年度区切りではなく、調査を実施した年ごとに

集計しています。 

※鳥類標識調査のデータの利用に関して、公益財団法人山階鳥類研究所から

許可を得ています(山階鳥類研究所保全第 4-46号)。 

 

①新放鳥実績 

29種 1,706羽(前年比+4種、-148羽：表 4,5) 

 

②特筆すべき新放鳥記録 

・キンクロハジロ   オス・成鳥：1羽（10月 24日） 

※3年ぶり 2羽目 

・オグロシギ 性不明・第 1回冬羽：1羽（9月 11日） 

※標識初記録 

    ・アカアシシギ    性不明・第 1回冬羽：1羽（9月 5日） 

※標識初記録 

 ・コアオアシシギ 性不明・第 1回冬羽：1羽（9月 5日) 

※22 年ぶり 4羽目 

 ・ソリハシシギ  性不明・第 1回冬羽：2羽（9月 5日） 

※19 年ぶり 3羽目 

 ・トウネン  性不明・幼鳥：14羽（9月 5日） 

性不明・幼鳥：6羽（9月 11日：再捕獲 2羽） 

※19 年ぶり 

    ・キリアイ  性不明・第 1回冬羽：1羽（9月 11日） 

※標識初記録 

 ・ヤブサメ  性不明・第 1回冬羽：1羽（10月 24日） 

※20 年ぶり 2羽目 

・ウチヤマセンニュウ 性不明・第 1回冬羽：1羽（8月 15日） 

性不明・成鳥：1羽（8月 22日） 

性不明・成鳥：1羽（9月 1日） 

※3年連続 

・エゾセンニュウ   性不明・幼鳥：1羽（9月 1日） 

性不明・幼鳥：3羽（9月 10日） 

※3年連続 

  ・クロツグミ  メス・成鳥：1羽（4月 24日） 

※園内初記録 

・セグロセキレイ メス・第 1回冬羽：1羽（10月 8日） 

※20 年ぶり 7羽目 
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表４ 2021年鳥類標識調査実績表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※鳥類標識調査のデータの利用に関して、公益財団法人山階鳥類研究所から許可を得

ています(山階保全第 4-46号)。 
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表 5 年度別新放鳥記録 2021(1/3) 
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表 5 年度別新放鳥記録 2021(2/3) 
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表 5 年度別新放鳥記録 2021(3/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※鳥類標識調査のデータの利用に関して、公益財団法人山階鳥類研究所から許可を得

ています(山階保全第 4-46号)。 

 

 

③再放鳥記録(表 6) 

8種 42羽(前年比＋2種、+6羽) 

 

④標識鳥回収記録(表 7) 

米子水鳥公園で標識放鳥した個体が他地域で回収された事例：3種 11羽 

(前年比:＋1 種、－2羽) 

他地域で標識放鳥された個体を米子水鳥公園で回収した事例：2種 12羽 

(前年比：－2種、同数羽) 
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表 6 年度別再放鳥記録 2021 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※鳥類標識調査のデータの利用に関して、公益財団法人山階鳥類研究所から許可を得

ています(山階保全第 4-46号)。 

 

 

  



39 

 

 

表 7 米子水鳥公園関連の標識鳥回収記録 2021 
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写真 44 標識初記録のアカアシシギ 

性不明･幼鳥(2021年 9月 5日) 

写真 47 3年連続のウチヤマセンニュウ 

性不明・第 1回冬羽 

    (2021年 8月 15日) 

写真 48 最多放鳥記録を更新した 

エゾセンニュウ性不明・第 1 回冬羽 

(2021年 9月 1日) 

写真 45 標識初記録のオグロシギ 

性不明・第 1 回冬羽 

(2021年 9月 11日) 

写真 46 標識初記録のキリアイ 

性不明・第 1回冬羽 

(2021年 9月 11日) 

写真 43 園内初記録のクロツグミ雌・成鳥 

(2021年 4月 24 日) 
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写真 53 3年ぶりに標識された 

キンクロハジロ雌・成鳥 

(2021年 10月 24 日) 

写真 49 22年ぶりに標識された 

コアオアシシギ性不明・第 1 回冬羽

(2021年 9月 5日) 

写真 52 20年ぶりに標識された 

セグロセキレイ雌・第 1回冬羽 

(2021年 10月 8日) 

写真 50 19年ぶりに標識された 

ソリハシシギ性不明・第 1回冬羽 

(2021年 9月 5日) 

写真 54 20年ぶりに標識されたヤブサメ 

性不明・第 1回冬羽 

(2021年 10月 24日) 

写真 51 19年ぶりに標識された 

トウネン性不明・第 1回冬羽 

(2021年 9月 5日) 
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(３)中海周辺のガン・ハクチョウ類の採食分布調査(受託調査) 

事 業 名：中海周辺におけるガン・ハクチョウ類の採食分布調査 

発 注 者：公益財団法人ホシザキグリーン財団 

調査期間および頻度：10月～3月まで年 6回 

調査場所：中海周辺のガンカモ類の採食地となっている水田 

結  果：コハクチョウの採食地における最大値は、1 月に記録した 1,865

羽であり、2011年の冬の調査開始以降、2番目に多い個体数だっ

た。一方、マガンの採食は 2017年度より安来市論田を中心に観察

されるようになっており、最大値は 12月の調査で確認した 278羽

だった。昨年の 568羽より減少し、調査開始当初(2011年)の 1,070

羽と比べ、大きく減少したままである。また、安来市内で採食中

のマガンの群れの中でシジュウカラガン 1羽、ねぐらとなってい

る湛水田でコウノトリ 2羽を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 55 島根県安来市の水田地帯で採食中のコハクチョウ 

(2021年 11月 13日) 

写真 56 マガンの群れの中にいたシジュウカ

ラガン(2022年 2月 23 日) 

写真 57 安来市内の湛水田にいたコウノトリ 

(2022年 3月 5日) 
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(４)中海周辺に飛来するコハクチョウのねぐら調査(図 10) 

10月から 3月の第 3日曜日の早朝に、中海全域のねぐらにいるコハクチョ

ウの個体数調査を行いました。確認されたコハクチョウの総個体数の最大値

は、12月の 1,898 羽で前年(1,758羽)より 140羽増加しました。 

2020 年 11 月から安来市利弘地区のふゆみずたんぼで水張りが始まり、昨

年よりも早くねぐらを移動しました。そして 12月以降は安来市宇賀荘地区の

ふゆみずたんぼにも水が張られ、1 月にこの冬のピークとなる 1,322 羽が宇

賀荘地区で確認されました。 

また、コハクチョウ以外の鳥として、オオハクチョウ 6～17 羽を 11 月～1

月に宇賀荘地区のふゆみずたんぼで確認しました。また、マガン 230～550羽

を 11 月～2 月に米子水鳥公園で、ヒシクイ 1 羽を 11 月に飯梨川河口で、シ

ジュウカラガン 1羽を 2月に安来市内の水田で確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 58 安来市宇賀荘地区をねぐらとする

コハクチョウ(2021年 12月 19日) 

写真 60 安来市宇賀荘地区にいた 

オオハクチョウとコハクチョウ 

(2021年 11月 21日) 

写真 61 飯梨川河口で確認されたヒシクイ

(2021年 11月 21日) 

写真 59 日野川下流域をねぐらとする 

コハクチョウ(2021年 11月 14日) 
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  図 10 中海周辺のねぐらで確認したコハクチョウの個体数変動 

(2016年度～2021年度) 
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(５)その他動物類の確認記録 

今年度は、鳥類以外の動物類を不明種も含めて 416 種類確認しました(表

8)。 

レッドデータブックとっとり改訂版(2012年 3月発行)に記載されている種

類は、コガタノゲンゴロウ（絶滅危惧Ⅰ類:CR+EN）、ミナミメダカ(絶滅危惧Ⅱ

類：VU)、ギンイチモンジセセリ(準絶滅危惧：NT)、ムスジイトトンボ(準絶滅

危惧：NT)、コオイムシ(準絶滅危惧：NT)、ツチガエル(情報不足：DD)、ショ

ウリョウバッタモドキ(情報不足：DD)を確認しました。さらに、鳥取県内初

記録の外来生物であるモンクチビルテントウを確認しました。また、米子市

こどもエコクラブで、初めて土壌生物の観察を行った結果、園内で確認され

ていなかったアリ類が多数発見できました。その他にも、キトンボなど園内

初記録となる生物が多く確認できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
写真 65 園内初記録のクロフチャタテの 

一種(2021年 6月 19 日) 

写真 63 園内初記録のキトンボ雌 

    (2021年 10月 31日) 

写真 62 Jr.レンジャーの森で発見された

鳥取県初記録のﾓﾝｸﾁﾋﾞﾙﾃﾝﾄｳ 

    (2021年 7月 25日) 

写真 64 園内初記録のノコギリハリアリ 

(2021年 6月 12 日) 
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写真 68 オオキンカメムシ 

(2021年 6月 23日) 

写真 67 オオヤマトンボ雄 

(2021年 5月 23日) 

写真 71 カヤネズミ(2022年 3月 20日) 

写真 66 ヤハズカミキリ雄 

(2021年 5月 15 日) 

写真 70 ハツカネズミ 

    (2021年 12月 04日) 

写真 69 シマヘビ(2021年 7月 15日) 
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表 8 見つかった動物類一覧表(1/6) 
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表 8 見つかった動物類一覧表(2/6) 
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表 8 見つかった動物類一覧表(3/6) 
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表 8 見つかった動物類一覧表(4/6) 
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表 8 見つかった動物類一覧表(5/6) 
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表 8 見つかった動物類一覧表(6/6) 
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(６)カイツブリの営巣数調査 

園内で繁殖しているカイツブリの営巣状況を 2002年から調査していま

す。今年度は 8 月 2日に手漕ぎボートでつばさ池全域を巡り、5 巣(前年比と

同じ)確認しました(図 12)。そのすべてが、昨年と同じくネイチャーセンタ

ーがある北西側の岸辺に集中していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 米子水鳥公園で確認されたカイツブリの営巣数(2012年～2021年) 

 

写真 72 カイツブリの巣と卵 

(2021年 8月 3日) 



54 

 

(７)鳥インフルエンザに関する調査協力 

高病原性鳥インフルエンザウイルス保有状況調査の検体として、カモ類の糞

の採取を年 4 回実施しました。2021 年は、全国で野鳥から高病原性鳥インフ

ルエンザウイルスが検出されたため 4 回の調査となりました。11 月から 2 月

の月に一度の調査で提供した計 160 検体と水 8 検体からは、高病原性鳥イン

フルエンザウイルスは検出されませんでした。 ※p.15｢高病原性鳥インフル

エンザへの対応｣も参照 

 

(８)つばさ池の水質調査(水温と透視度) 

つばさ池の水温と透視度についてモニタリング調査を行いました。採水は、

水系生態循環回復システム取水口で行いました。 

図 12は、米子市の定期調査、Jr.レンジャーの水質調査、およびカナツ技建

工業株式会社の計測データを用いて作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 12 米子水鳥公園つばさ池の水温と透視度の推移 
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(９)学会等への参加・発表 

①日本鳥学会 

日本鳥学会 2021 全国大会 

日 時：2021年 9月 17日(金)～19日(日) 

参加者：神谷 要 

内 容：ガンカモ自由集会 JOGA25に出席 

鳥類目録委員会に意見提出 

研究発表とポスター発表を受けての意見交換 

※Zoom によるオンライン参加 

 

②水草研究会 

水草研究会オンライン研究発表会 

日 時：2021年 12月 19日(日)13:35～17:20 

参加者：神谷 要 

※Zoom によるオンライン参加 

    

③山陰むしの会 

会報「すかしば」2022 年 No.69 p16 

投稿日時：2021 年 11月 18日 

タイトル：「外来種モンクチビルテントウの鳥取県初記録」 

発 表 者：金田直人・森佳穂・桐原佳介 
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４．普及啓発事業(年間のべ 13,816が参加) ※前年度比 +3,811 名 

(１)自然観察会(年間のべ 1,140名が参加) ※前年度比 -441名 

 

 

表 9 自然観察会実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 73 野の花でマツボックリに生け花を 

しよう！(2021年 4月 10日) 

写真 74 夜のコウモリウォッチング！ 

(2021年 5月 1日) 



57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 77 鳥の子育てを観察しよう！ 

(2021年 6月 12 日) 

写真 78 万羽ガモを観よう！ 

(2021年 10月 23日) 

写真 76 米子水鳥公園バックヤードツアー 

(2021年 5月 5日) 

写真 75 昔の中海の貝殻を発掘しよう！ 

(2021年 5月 3日) 

 

写真 79 冬の木の実を探してｸﾘｽﾏｽﾘｰｽを 

作ろう！(2021年 12月 11日) 

写真 80 初日の出！コハクチョウ観察会 

(2022年 1月 1日) 
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(２)手作り自然教室(年間のべ 980名が参加) ※前年度比+75名 

 

 

表 10 手作り自然教室 2021 
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写真 86 生き物うちわを作ろう！ 

(2020年 7月 25 日) 

写真 81 野鳥のステンシル教室 

(2021年 4月 18 日) 

写真 82 ｵﾘｼﾞﾅﾙﾊﾞｰﾄﾞｺｰﾙを作ろう！ 

(2021年 4月 29 日) 

写真 84 ｵﾘｼﾞﾅﾙ生き物うちわを作ろう! 

(2021年 7月 17 日) 

写真 83 鳥の羽根でﾄﾞﾘｰﾑｷｬｯﾁｬｰを作ろう！ 

(2021年 6月 20 日) 

写真 86 葉脈標本を作ろう！ 

(2021年 9月 20 日) 

写真 85 ｵﾘｼﾞﾅﾙ生き物缶バッジを作ろう！ 

(2021年 7月 31 日) 
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写真 87 カエル工房 in米子水鳥公園 

(2021年 9月 26 日) 

写真 88 竿を作ってゴズを釣ろう！ 

(2021年 11月 15日) 

写真 90 鳥の羽根のブローチを作ろう！ 

(2021年 11月 21日) 

写真 92 水鳥の絵を描く会 Part1 

(2022年 1月 8日) 

写真 91 中海の野鳥消しゴムを作ろう！ 

(2021年 12月 25日) 

写真 89 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸから水鳥を作ろう!守ろう! 

(2021年 11月 3 日) 
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５．広報活動 

(１)「水鳥公園だより」およびイベントチラシの発行 

 水鳥公園のイベント情報などを掲載した｢水鳥公園だより｣を毎月 1回、年間

10回※発行しました(278～287号)。併せて、手作り自然教室や米子水鳥公園絵

画コンクールのチラシも毎回発行・配布しました。 

※7月と 8月、および 12月と 1月分は合併号としました。 

 

(２)広報よなご(米子水鳥公園レンジャー通信｣に連載) 

当財団は、米子市報「広報よなご」の｢米子水鳥公園レンジャー通信｣という

コーナーの連載を、平成 31 年 6 月号から担当しています。ここでは、水鳥公

園の生き物だけではなく、様々な話題を紹介させていただきました。 

※p.97 4.普及啓発事業(24)｢普及啓発関連印刷物協力｣も参照。 

  

今年度の連載内容 

4 月 オオバンの相互羽繕い 

5 月 玉虫色に輝くナポレオンハット 

6 月 7時間以上動かなかったカメ 

7 月 高校生による企画展 

8 月 観察ホールにエアコンが設置 

されます 

9 月 コハクチョウ初飛来日クイズ 

10 月 初雁に変化あり 

11 月 ついに見つかったカリガネ 

12 月 ハヤブサとノスリのバトル 

1 月  238種類目のオオノスリ 

2 月 今年の総選挙は｢昆虫｣！ 

3 月 珍鳥情報の取り扱いにはご用心! 

 

 

(３)日本海新聞｢たのしく！自然観察｣の連載 

 2021 年 4 月から、5～8 週間に 1 回程度の頻度で、日本海新聞の日曜日の紙

面｢たのしく！自然観察｣に、米子水鳥公園やその周辺で見られる生きものにつ

いて連載しています。今年度は 9種類の生き物を紹介しました。 

※p.97 4.普及啓発事業(24)｢普及啓発関連印刷物協力｣も参照。 

 

今年度の連載内容 

4 月 18 日 タイワンハクセキレイ 

5 月 30 日 ナガヒョウホンムシ 

7 月 4 日 ヨツボシケシキスイ 

8 月 22 日 カトリヤンマ 

9 月 26 日 スゲヨシキリ 

 

10 月 31 日 アカアシチョウゲンボウ 

12 月 5 日 ノスリ 

1 月 30 日 ハクガン 

3 月 6 日 ベニマシコ 
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(４)記者発表(水鳥公園に関する情報の発信) 

 

◆記者発表した内容(令和 3 年 4 月～令和 4年 3月) 

5 月 20 日発表 カルガモの親子今季初確認 

7 月 14 日発表 キタミズカメムシ展開催 

9 月 11 日発表 ソリハシセイタカシギ飛来 

10 月 7 日発表  コハクチョウ今季初確認 

10 月 11 日発表  初雁（マガン）確認 

10 月 18 日発表 クロツラヘラサギ飛来 

2 月 12 日発表  コハクチョウの北帰行初確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 155 今年度初めて確認された 

カルガモの親子(2021年 5月 20 日) 

写真 156 今年度初飛来したコハクチョウ

(2021年 10月 7 日) 

写真 157 今年度初飛来したマガン 

(2021年 10月 11日) 

写真 158 今年度初飛来したｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞ 

(2021年 10月 18日) 



 100 

(５)写真提供実績(年間 61 件) 

 

 

写真 20 写真提供 2021（1/3） 
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写真 20 写真提供実績 2021（2/3） 
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表 20 写真提供実績 2020（3/3） 
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(６)テレビ・ラジオ出演・新聞等マスコミ取材協力実績(年間 60 件) 前年比－25 件 

 

 

表 21 マスコミ出演 2021-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 104 

 

表 21 マスコミ出演 2020-2 
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 (７)ホームページ 

米子水鳥公園の様々な情報については、ホームページから調べることがで

きます。ホームページでは、米子水鳥公園の施設や活動、コハクチョウの生

態などについて紹介してあるほか、最新のイベント情報、毎月発行している

｢水鳥公園だより｣を閲覧できます。さらに、環境省のホームページにリンク

して、米子水鳥公園のライブ映像も観ることができるほか、週間天気予報を

見ることができます。ブログでは、水鳥公園のリアルタイムな話題など、常

に新鮮な情報が閲覧できます。 

今年度中の更新回数は、ブログ 201回(前年度 246回：-45)、イベント情報

71回(前年度 77回：-6)、動画 14回(前年度 7回：+7)でした。 

       ※今年度 YouTubeチャンネルに公開した動画は 14本(前年度 45本:-31) 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページの閲覧状況を解析した結果、前年度よりもユーザーが 1,133

回増えていました。閲覧ページ割合は、昨年トップだったブログが低下して

水鳥公園の概要がトップになりました。アクセス地域は前年と同様の傾向で

した。海外アクセスは、アメリカが約２倍に伸びてトップになり、昨年トッ

プだった韓国からのアクセスは激減しました。ホームページを閲覧するデバ

イスは、３年続けてモバイルがトップでした。 

 

米子水鳥公園のホームページ 

http://www.yonago-mizutori.com 

米子水鳥公園のブログ 

http://www.yonago-mizutori.com/blog/ 

 

 

写真 159 ｢大助花子のハテハテナ？｣収録 

(2021年 4月 22 日) 

写真 160 中海テレビのインタビュー収録

（2021年 12月 23日） 
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◆Google Analytics によるホームページの解析結果 

(2021年 4月 1日～2022年 3月 31日) 

・ユーザー 22,071 回(前年度比+1,133 回) 

 新規訪問者：21,517ユーザー 82.1％ (昨年度: 19,619ユーザー 83.1％) 

再訪問者： 4,689ユーザー 17.9％ (昨年度: 3,981ユーザー 16.9％) 

 

・閲覧ページ割合ランキング(トップページを除く) 

1位 水鳥公園の概要：6.82％ (前年度：ブログ    ：7.22％) 

2位 ブログ    ：4.22％ (前年度：水鳥公園の概要：6.24％) 

3位 水鳥公園だより：3.34％ (前年度：水鳥公園だより：4.26％) 

   

・アクセス地域ランキング(市区町村) 

1位 大阪：3,278ユーザー 13.33％ (前年度：大阪：3,254ユーザー 14.48％) 

2位 米子：3,168ユーザー 12.88％ (前年度：米子：2,732ユーザー 12.15％) 

3位 鳥取：1,642ユーザー  6.68％ (前年度：鳥取：1,375ユーザー  6.12％) 

 

・アクセス地域ランキング(都道府県) 

1位 鳥取県：5,398ユーザー 24.21% (前年度：鳥取県：4,685ユーザー 22.62%) 

2位 大阪府：3,593ユーザー 16.12％ (前年度：大阪府：3,576ユーザー 17.27％) 

3位 東京都：2,684ユーザー 12.04％ (前年度：2,060ユーザー 9.95％) 

 

・海外アクセスランキング(not setを除く) 

1位 アメリカ：365ユーザー (前年度：韓  国：286ユーザー) 

2位 中  国： 66ユーザー (前年度：アメリカ：183ユーザー) 

3位 フランス： 59ユーザー (前年度：中  国： 43ユーザー) 

 

・デバイスカテゴリの比率 

1位 モ バ イ ル：48.3% (昨年度 モ バ イ ル：51.99%) 

2位 デスクトップ：45.7% (昨年度 デスクトップ：42.54%) 

3位 タブレッ ト： 5.9% (昨年度 タブレッ ト： 5.47%) 

 

(８)Facebook 

米子水鳥公園では、2012年 4月から、SNSを利用した広報活動として Facebook

を利用しています。ホームページの最新投稿情報を Facebook で発信し、多く

のユーザーにリアルタイムに水鳥公園の情報を提供しました。 

今年度の発信回数は 165 回(前年度比-39 回)でした。そのうち、最も｢いい

ね！｣が多かったのが、6月 12日に投稿した、「カルガモの親子が大山を眺めて

いました！」の記事の｢60いいね！｣でした。 
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(９)事業報告書の発行 

令和２年度活動報告書を 300部発行し、全国の関係施設や米子市内の小中学

校等に配布しました。 

 

(10)その他広報活動(年間 13件：表 22) ※前年度と同数 

 

 

表 22 その他広報 2021 
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６．ボランティア活動(年間のべ 447 名が活動) ※前年度比 +10名 

本財団は、米子水鳥公園の市民参加型環境管理を目指して、市民ボランティ

アを積極的に受け入れています。ボランティアは、米子水鳥公園友の会などの

市民団体が活動するものや、学校の授業の一環として行われるものなど、様々

な形で実施されています。米子水鳥公園は、このようなたくさんの市民の協力

によって成り立っています。 

 

(１)Jr.レンジャークラブ(参加者のべ 48 名) ※前年度比 +3名 

Jr.レンジャークラブは、子どもラムサールクラブを卒業した中学生の中か

ら、これからも水鳥公園のためになる活動をしていきたいという有志が集まり、

2009年に結成されたボランティアグループです。中学生と高校生が在籍してい

ます。毎年 4月にメンバーで話し合って年間計画を作成しています。基本的に

は、子どもラムサールクラブと同じく、毎月第 2日曜日に集まって活動してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 161 Jr.レンジャークラブ 

｢キックオフミ－ティング｣ 

(2021年 4月 11 日) 

写真 162 Jr.レンジャークラブ 

｢さつま芋畑づくり｣ 

(2020年 5月 9日) 

写真 163 Jr.レンジャークラブ 

｢活動紹介ポスターづくり｣ 

(2021年 6月 13 日) 

写真 164 Jr.レンジャークラブ 

｢ゴズを釣って調理してみよう!｣ 

(2021年 10月 10日) 
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表 23 Jr.レンジャークラブ 2021 
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(２)米子水鳥公園友の会の活動(年間のべ 336 人が活動) ※前年度比 +61名 

米子水鳥公園友の会は、米子水鳥公園の設立にかかわった市民団体が、設

立後も自主的なボランティア団体として公園に関わろうと、平成 7 年 9 月に

水鳥公園のオープンに先立って設立された任意団体です。 

代表的なボランティア活動として、米子水鳥公園が水鳥の生息地に適した

環境であり続けるための環境管理作業、水鳥公園だよりの発送作業、来園者

への野鳥解説、イベントのサポートなどを行っています。 

このように、米子水鳥公園友の会の協力は、水鳥公園の運営に不可欠となっ

ています。 

※以下の活動実績には、友の会会員以外にも、日常的にボランティア活動を行

っている方々が含まれています。 

 

①館内活動(のべ 88 名) ※前年度比 +1名 

野鳥の解説        のべ 47名(前年度比 -8名) 

水鳥公園だより発送作業ほか   のべ 22名(前年度比 +4人) 

会議への参加      のべ 19名(前年度比 +5名) 

  

②野外での活動(のべ 96名) ※前年度比+43名 

調査研究活動(鳥類標識調査など)         のべ 80名(前年度比 +43名) 

 夏の環境管理活動(草刈りなど)      のべ 16名(前年度と同数) 

    

③イベントのサポート(のべ 152名・表 26) ※前年度比+17名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 166 刈り倒したヨシの運び出し 

(2022年 3月 27 日) 

写真 165 絵画コンクール展の展示作業 

(2022年 1月 19 日) 
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表 24 イベントサポートボランティア 2021-1 
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表 24 イベントサポートボランティア 2021-2 
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写真 169 彦名水鳥ウォークのチェックポイ

ントスタッフ(2021年 11月 7日) 

写真 167 サツマイモ畑づくりの指導 

(2021年 5月 9日) 

写真 168 子どもラムサールクラブの指導 

(2021年 5月 9日) 

写真 170 ドングリコマ回し大会のスタッフ 

(2022年 1月 1日) 
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(３)友の会以外のボランティア活動(年間のべ 63 名) ※前年度比 -54 名 

 

 

表 25 外来ボランティア 2021 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 171 日本郵政グループ労働組合 

｢シバザクラの植え付け｣ 

(2021年 4月 18 日) 

写真 172 中海近郊写真勉強会写真展展示作業 

（2022年 3月 14日） 
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(４)寄付の拝受実績(年間 5 件) ※前年度比 -1 件 

 

 

表 26 寄附の拝受 2021 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 173 スワン米子｢砂代の寄付金贈呈式｣ 

(2021年 6月 16 日) 
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(５)その他の頂き物実績(年間 10件) ※前年度比-3件 

 

 

表 27 その他頂き物 2021 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 174 文一総合出版から寄贈頂いた 

書籍一式 

(2021年 7月 3日受) 

写真 175 神谷館長から寄贈された 

          ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁのﾌｨｷﾞｭｱ 

(2021年 7月 23 日受) 
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写真 176 環境問題を考える企業懇話会の 

皆様から贈呈頂いた砂の目録 

(2021年 11月 12日受) 

写真 177 環境問題を考える企業懇話会の 

皆様から寄贈頂いた砂 

(2021年 11月 3 日) 

写真 178 Came One様から寄贈頂いた｢羽根ﾍﾟ

ﾝﾀﾞﾝﾄﾄｯﾌﾟ｣(2021年 2月 28日受) 

写真 179 外山様から寄贈頂いた海外の野鳥切手 

(2022年 2月 27 日受) 
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